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Abstract

　Perceived　 color 　 difference　of 　 a　 surface 　 color 　between　phakic 　and 　aphaki （： eyes 　has　been

meas しlred 　 using 　the 　binocular　 color 　 matching 　technique 　for　a　71　years　old 　subject 　who ，　though

aphakic 　on 　 one 　 eye
，　has　 a　 normal 　 lens　 in　the 　 ether 　 eye ．　The 　 sa エne 　 color 　 chips 　 were

illu皿 inated　separately 　and 　presented　for　respective 　eyes ．　 The 　subject 　adjusted 　the　color 　cf

the　il工umination 　for　one 　eアe　t艮11　both　the　color 　chips 　apPeared 　to　match ．

　The　results　of　the 　cQIQr　matching 　in　 a　dark　surround 　were 　quite　reprodttcib 工e，
　while 　those

in　 a　Iight　surround 　deviated　occasionally 　with 　t！ユe　change 　of 　 the　 chromatic 　 adaptation ．　The

perceived　color 　changes 　in　the　dark　surro 廴md 　are 　mostly 　predicted 　frorn　the　color 　stimulus

change 　 caused 　from 　the　 crystalline 　lens　 br（）wning
，
　 but　 there 　 stn 正 remalns 　 sDme 　 systematic

unprediCtable 　errors ．

す る 基礎資料 とな る こ とを期待す る。
1．　 まえ がき

　 ヒ トの 目の 水晶体 は，紫外部 か ら可視 の 青緑部 に か け

て の 分光透過率 が年齢 と共 に 低下 し，そ の 結果色覚に も

影響す る こ とは 良 く知 られ て い る。今回 た ま た ま筆者 の

一
人が 老人性白内障 の 治療 の た め，右眼水晶体の 全摘出

乎術を行な っ た 。 摘出後 の 右眼で は ，青系統の 色 が鮮や

か に見え るな ど，非摘出の 左 眼と の 間 に 明確 な色覚の 差

を確認 した 。 こ の こ とに 関連す る測定データ も古 くか ら

種 々 報告され て い るが，両 眼に よ る物体色 の 見 え方 の 差

を xyz 表色系 と関連づ けて 測定 した例 は 知 られ て い な

い 。そ こ で こ の 機会 を利用 して，両眼 の 色 の 見え方 の 差

を心 理物理的な方法で 測定 して ， 水晶体着色 の 影響 を直

接的 に 定量化す る こ と を試 み た 。 そ の 結果 を水晶体の 分

光透過率データ と も比較す る 。 従来 か らの データ と合わ

せ て 今後 の 高齢化社会 にお け る照明 と色彩 の 閥題 を検討

2． 従来 の 結果
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　年齢 に ょ る 水晶体 の 着色に つ い て の 測定 は
．
占くか ら行

な われ，中泉
1） は摘娼水 晶体につ い て 写真分光 測 光 を行

な う と共 に 4〜82才 の 水晶体の 着色を水彩え の ぐで 模写

し た。Weale ら
2・3）は 420〜650　nm の 視感分光測光 を行

な い ，Boettnerら 4 ）は O〜75才 の 9 例 に つ い て 220nm

〜2．8μm の 正 透過率及び 拡散透過率 を測定 し た e また

宇治
5） は 干渉 フ ィ ル タに よ っ て透明永晶体4 例 ， 白内障

水晶体20例 の 可視部分光透過率を求 め て い る 。

　また永晶体の 着色 に よ る色覚の 変化 に つ い て の 報告も

古くか らあ る 。 前田
6） は 8〜80才 の 85名 の 正常色覚者

で 片眼無水晶体 の 被験者 に ， 片眼に 黄又は 青 フ ィル タ を

掛 け て 両眼そ れ ぞ れ無彩色紙 を 見 させ て ，両眼で 等 し く

見える色 フ ィ ル タ を選択 させ た り， 片眼で 見た 無彩色 と

他眼で 等色す る 黄又 は青の 有彩色紙 を選択 させ る 実験 を

行 な っ た。
こ の 結果 の 記載は半定量的で ， 今 目の 色の 表

示 に直接に は換算で きな い こ とは残念で あ る 。

11 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

le3

　 Wrlght〒）
及 び Ruclc！ockS ＞

は年齢 の 異なる 被験者 の 視

感等色 の差 か ら水晶体の 着色 の 主波長を 576．4nm 及 び

579．5nm と推定 した。　 Lakowski9） は水晶体摘出 眼 と有

水晶体眼 （片限摘出 ， 他眼健常者 5 名を含む ） に っ い て

ア ノ マ m ス コ ープ 測定を行な い ，70〜82才 の 正 常な摘出

眼は，15〜25才若返 える と述 べ た。Gunkel ら
1°）

は 暗所

視比視感度 の 年齢変化 を測定 して，青紫端単色光の 刺激

城は O，1110g 単位／年 で年齢 と共 に増加 し，水晶体摘出

眼で は 110暮 単位以 上 も刺激域が減少す る こ とを示 した。

　以上 の 他 に も水晶体 の 着色 の 測定 と ， そ の 効果 に つ い

て の 報文 は 多い が，左 右 の 水晶体摘出眼 と非摘出眼 との

色 の 見え方 の 差 を直接 に 測定 し た もの は 前 田 の 報文
6）

以

外 に は 見当 らな い 。こ の 文献 は筆者 らの 実験 の 後 に 知 っ

た もの で あ る が，筆者 ら の 実験 は結果的に は こ の 報文 の

結果 を， 1名 の 被験者 に よ っ て で は あ る が，近代測色学

の 方法で 追試 し，定量化 した もの とな っ た。

3． 被験者

　被験者 は，1912年 生 れ，1982年 70才 で 老 人 性白内障に

よ っ て 右眼視力 が0．〔｝5に 低下 し た た め ，同年11月 に 右眼

水晶体全 摘出手 術 を行 な っ た 。 経過 は 良好 で，1983年 4

耳現在 ア ン バ ー着色 コ ン タ ク ト レ ン ズに よ っ て 矯正 視力

1．2 に 回復 し て い る。なお ， 左 眼は 視力 1．2 で 正 常 で あ

る 。

　以下 に述べ る両眼視等色実験は， コ ン タ ク ト レ ン ズ着

用以前 の 2月上旬 と中旬 の 2 回 に わ た っ て行 な っ た。従

っ て 被験者 は ぼ けた右眼の 像 と尖鋭な左 眼の 像 との 両眼

視等色 を行な うの で ，後述の よ うな大き さの 色票 を用 い

た。被験者は ， 視感測光 ・測色 の 経験 が あ っ た た め に ，

前記 の よ うな色覚 の 差 に 問題意識を持 っ て か ら 直 ち に 有
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効な視感実験を企画 し ， 実行す る こ とが可能 と な っ た 。

な お 被験者 が色彩学 の 専門家で あ る だ け に，他 の 実験者

は実験の 準備 中及び 実行中に 被験者に判定や 調 整 の 方

向，程度 な ど に先入観 を与 え る 言動がない よ うとくに 留

意した 。

4． 実験条件

4．1． 実験装置及び光源

　実験装置 は，大きさ約 0．7mXO ・7m ×0・7m の 照明 ブ

ー
ス を 2 個，机 の 上 に1舞接して 並べ た もの で あ る 。 両ブ

ース の 問 か ら前側 に 白色 の つ い 立 を立 て て，両ブー
ス の

光が 互に 混 らない よ うにす る と共に，左右両 ブース は そ

れ ぞ れ 左 眼 （非摘出眼）又 は 右眼 （水晶体摘出眼） の
一

方 の み で 同時 に 見 られ る よ うに し た 。等色実験の 状況 を

Fig．1 に 示 す。

　両ブース の 天井に は，20 ワ ッ ト形 の 桃色 （PK ），緑

（G），青 （B）3 原色蛍光 ラ ン プ各 3 本ず つ を取付 け，着

せ 掛 け オ パ ー
ル ガ ラ ス 板 を通 し て 混色し て ブース 底面を

照明す る 。
Fig．2 に PK ，　G ，　 B 蛍光ラ ン プ の 相対分光分

Fig．1　両眼等色実験の 状況

500 　 600 700

WAVELENGTH 　 〔nm ）

RELATIVE 　 SPECTRAL 　POWER 　 DISTRIBUTION

Fig ．2　 3 原色蛍光 ラ ン プ の 相対分 光分布 （線 ス ペ ク トル を除 く）
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布（水銀線 ス ペ ク r・ル は省略）を示す。図 に記入 した色度

座標 X
， y は，水銀 の 線 ス ペ ク トル まで 含 め た ラ ン プ と

して の 色度座 標 で ある 。 各 ラ ン プ の 回路に は 調光器 を挿

入 し て ， 被験者が一方の 照明 ブー
ス に つ い て は 3原色蛍

光 ラ ン プ を 1色 ご とに独 立 に，他方 の ブース に つ い て は

混合比を変 えず に 全体 の 照度 を 調節で き る よ うに し て あ

る D

4．2． 試験色票及び背景

　試験色票 に は，C工E 演色評価用試験色 Nos．／〜12 に

近似す る（財）田本色彩研究所製の 半光沢色票12色 （中明

度彩度 の 8色 と赤 ・黄 ・緑 ・青 の 純色 4 色） と N9 ．5 に

近 い 白色 マ ッ ト紙 をそれ ぞ れ 210mmX150mm に長方形

と して 用 い た。こ の 色票 は ブ
ー

ス 底面 に縦向 き に 置 い て，

斜 め 前方 か ら見て 視角 は 約 8°（縦）× 11°（横）に な る。

　 こ れ ら の 色票を観測す る 背 景 は，白及び 黒 の 2 種類 を

用い た。白背景 に は，照 明 ブース 内面 の 白色塗装面 （N

8．5） を そ の ま ま 用 い ，こ の 場合は ブース 底 面 中 央 に

270mmx350mm （10D× 25°）の 長方形 の N6 無彩色紙（半

光沢）を置 い た 。 後述 す る実験 シ リーズ 1 で は こ の N6

色紙を比 較観測 し ， シ リーズ 2 で は N6 色紙 の ほ ぼ 中央

に 前記色票 を順次に 提示 し た。シ リーズ 3 及 び 4 は黒背

景に よ り，ブース 内側正 面と底面に は黒 ビ ロ
ード布 ， 両

側面に は 黒 ら し ゃ 紙 を張 り，色票は そ の 底面中央に 提示

した 。
Fig．1は 黒背景で の 実験情況を示 して い る 。

4．3．　 実験方法

　被験者 は，2 つ の 照明 ブー
ス の 前 に Fig，1 の よ うに

位置 して ，左 右両ブース に提示 され る 同等 な色票を左右

それぞれ の 目で 観測 し，両方 の 色 の 見えが 近似す る よ う

に 3原色の 照 明 光 を調 光 した。前述 の よ うに被験者 に は

右眼 の 像 は ぼ け て い る の で ， そ の 中央部分 の 色 と左 眼の

色票 の 像 と を等色 させ る よ うに し た 。 実験 シ リーズ 2 以

降 で は，照明光 へ の 色順応 が あ ま り進 まな い よ うに，調

整 に は 時間を掛け ず，随時両眼を閉 じて 休息す る よ うに

留意 し た 。 ま た両眼混色 や 両眼 の 交互 作用 の 影響 をさけ

る た め に，随時湘 艮ず つ 閉 じて各単眼 で の 見 え方 を比 較

し た 。

　被験者が 調光して 両眼等色を終え た つ ど， 実験者が左

右 の 両色票 の 色度 と輝度 を東京光学製 の 色彩輝度計 BM
−5に よ っ て il接測定 した 。

こ の 色彩計 の 色度座標の 測定

再現性 は ± 0．001 程度 で あ って，系統誤差 は 士 0．01 近

くに な る 揚合 もあ る が ， こ の 実験 目的 に は支障は な い と

考 え特別な校正 は行な わ な か っ た 。 なぜな らば ，
こ の 揚

合比較測定す る 両色票 は 分光反射率 が同一で，照明光の

3色成分の 構成 比 だ けが 異なる もの で あ る の で ，その 条

件等色 の度合 は小 さ く，色彩計の 系統誤差 の 影響 も少な

い と考え られ る か らで あ る 。4．2 に 示 した 色票 の 観測視

角 か らは X1
。
y

、・
Z1

・ 表色系に よ る 測色を行な う方が適

して い る が ， 測定器 の 都合もあ り，ま た上記 の よ うに条
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件等色度の 小 さ い 場合 の 測 定 で あ る の で ，以 下 XyZ 表

色系 の 測定値 で 代用す る。

　照明の 3 色光比 を 固定 した側 の ブー
ス （以 下 に 述べ る

シ リーズ 4 以 外 は 左 側 ） は ， 白色色票提示 の 揚合 の 色度
座標 は th

・
； 0．338 ± 0．001，“

，＝・O．3SO± 0．002 〔相開色温

度 5250K ，偏差 十〇，013（z｛v ）〕， 輝度 は 500±6cd ・
m
−2

に ほ ぼ保 た れ た 。

　実験 は 次 の 4 シ リ
ーズ を 2 週 間隔て た 2P ［に わ た っ て

行 な っ た 。

（1）白背景上 の N6 色紙 の 両眼等色 を休息 をは さん で le

　四。照 明 は 非摘出眼 （左）側瞬定 ， 摘出側可変 〔以下

　（3）まで 同様〕。

（2） 白背景の N6 色紙上 に 提示 した試験色 Nos ．9− 12を

　無イ乍為II厦に 言1’3 回郡∫日艮等色。

（3）黒背景上 の 試、験色Nos．／〜8 を 各 3 同 ，
　 Nos．9〜12

　を各4 回，白色を 6圃両眼等色 。

（4）照明を摘出眼（右）側固定 ， 非摘出限側可変 と し，黒

　背景上 の 試験色 Nos．2，4，6，8 及 び 白色を各 2 回 両

　眼等色。

5。 両眼等色実験 の 結果

　一1記 の 4 シ リーズ の 両眼等色実験 の 結果 を，CIE1931

色度図上 に それ ぞ れ Fig　3〜6 に 示 す。

　 シ リーズ 1 （Fig．3）は，ほ ぼ同等に照明 し て 灰色色紙

の み を置 い た両ブー
ス を被験者 が 見て ，十 分 な 色差 が 認

め られ ， ま た等色調光もで きた の で 予備試験 と し て 繰返

し等色 を行な っ た もの で あ る。図 中の 数字は 等色の 回数

を示すもの で あ る が，第 4 回等色 か ら等 色色度は 大きく

変動して し ま っ た．こ の よ うな無彩色視野 ｝こ よ る 剛 購
色 で は，両眼が それ ぞ れ の 視野 に色順応 して 色度 と は 無

関係 に見 か け の 等色 が成 立 つ た め と考え られ る 。 第 婆 回

と第 5 回 の 等色の 聞 に は，一
卜分 な休息時間 をお い て い る

が そ の 効 果 は僅 か し か 出 て い な い
。

　 シ リーズ 2 （Fig ．4）は，上 記 の 結果 か ら臼背景で は高

彩度 の 試験色 の み に限っ て ，比 較的乎 早 く観測等色 を行

な っ た結果 で あ る。一応系統的な色ずれは み られ る が ，

各等色時ご との 色順応状態 の 変動 の た め か，等色結果 の

変動は 次の Fig．5 よ り も大 きい
。

　 シ リーズ 3 （Fig．5）は，照明光に 対す る色順応 を少な

くす る よ うに黒背景としたもの で ， 今 回 の 実験の 主要部

分をなす 。
こ の 等色は前記の 20 間に また が っ て 行 な っ

た が，測定 日 に よ る 差は 認 め られ ず，ま た 繰返 しの 両限

等色 の 変動 は他 の 場合 よ り も小 さか っ た。左 右両 眼 の 色

度の 差は ， 青緑 ， 青 ， 青紫 ， 紫及 び R の 試験色に対 して

大き く，黄緑 ， 緑 に 近い 色 に つ い て 小 さか っ た。

　シ リーズ 4 （Fig ．6）は ， 非摘出眼 （左）側 の 照明 を可

変 と し て ， 被験者が摘出眼で は 中程度の 青 が と くに鮮 や

か に 見 え る とい う程度を直接 に 計測 す る こ と を試 み た も

の で あ る。しか しこ の 場合は被験者 は な か なか 両眼 の 等

色が 行 な え ず ， 調整 に 長時間を要 して 繰返 し の 回 数 を

一 13一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

11G

．6

．5

〉 ・　 ．4

．3

．2

謔 図 NOR 閉AL
lFiXED　IしL ｝

・ RE醗◎VED
　lADJ．　ILL．1

7　　
1

ぷ

458 　　2
　　3 癖
　　　Io
鹽

　　 9
◎

ボ
幽

6CHART ・ GRAY （N6 ）
BACKGROUND ・WH 汀 E

．2

．6

．5

〉 ・ ，4

．3

2
　2

．3　　　　．4　　　　．5　　　　．6
　　　　　　　　　　X
Fig ．3　自背 景上 の N6 色紙 の 繰返 し等色結果

．7

●

ぷ 　 RE齲OVED
。

°

． ｛AD↓ILL．1

　 髄ORMAL
FIXED夏LL ｝o lo

　 o
鹸

＼
◎

ll

o
硬

■

　

2
　

ー 9

　  

o

　 　 ■

ぷ
　爵

◎

BACKGROUND ・GRAY 　a　WHITE

　　　 ．3 　　　　．4　　　　．5　　　　．6
　　　　　　　　　　　　　X
Fig ．4　自背景 の N6 色紙上 に提示 した 高彩度色票 の 等色結果

一 14 一

，7

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

．6

．5

〉 、 ．4・

．3

．2

．6

．5

〉 、 ．4

．3

．2

1二τ本色彩学会誌　VoL 　7　No ．3 （1933）

n

●

・ ° 3
’

　 　 　 　 　 　 ●

認 。 REMOVED
・ ’IADJ，　ILLl

　　NOR鰯AL
｛臼 XED　ILL｝4

。

5　　0

　　　iO

　『
2

夛
o

　 　 ●

1 肆

12

o

　　　　． 9 凌
　　ボ

6
　　7
　　　　　8 夛

BACKGROUND ・ 8LACK

．2 ，3

Fig．5

　　．4　　　 ．5
　　　　　　X
黒背景上 の 各種色紙 の 等色結果

。6 ．7

認 RE鬧OVED
（FIXED　ILLl

NOR鰯Aし浦 oo

｛ADJ．　ILL｝

ぎ 斈 拶

Ω

Oo
ボ
ρ

oo
。 　 8

BACKGROUND ・ BLACK
o

．2　　　　．3　　　　．4　　　　．5　　　　　．6
　　　　　　　　　　　　　　　　 X

　 Fig．6 非摘出眼側を可変 と した黒背景上 の 中彩度色票 の 等色結果

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 15一

．7

111

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

112

増す こ とが で きな か っ た。こ れまで の 等色で右眼 （摘出

眼） の 視野 の 色を変化 させ た と きに は そ の 像が ぼけ て い

たため に ， 鮮明 に見 え る左 眼視野 との 等色 は 比較的容易

で あ っ た の に対 して ， こ の 等色で は左眼 の 表面テ ク ス チ

ャ
ーまで 見 え る 視野 の 色を右眼 の ぼけ た視野 と等色させ

る こ とに 困難 の 原因が あ っ た と思 わ れ る。

6．　摘出水晶体の 分光透 過率

　以 上 の よ うに 両眼等色に よ っ て 両眼 の 色感覚の 差を定

量測定 し た被験者 の 摘出水晶体 につ い て そ の 分光透過率

の 測定値 が あれ ば，視感測 定 され た色感覚変化と ， 分光

測色で 計算され る色刺激値変化 と が 直接 に 比 較で き る。

しか し，手術 の 時点で は こ の よ うな 実験 を計画 し て い な

か っ た の で ， 被験者本人 の 摘出水晶体を保管 し て 分光測

定す る こ とは 行 な っ て い な か っ た。そ こ で そ の 後摘出手

術 を行 な っ た 別 の 老 人 性 白内障患者数名 の 摘出後2 日以

内生理的食塩水中に保存 した 水晶体 の 分光透過率 を 測定

した。そ の 結果 を Fig ．7 に 示す。 こ の 測定は 積分球 に

よ っ て 全拡散透過率を測定 し て い る の で，拡散性 の 白内

障水晶体 に つ い て も分光透過特性を表して い る と考え ら

れ る 。 しか し上 述 の よ う に こ の 測定値 は，被験者 の 摘出

水晶体の もの で は ない し ， また仮 に被験者の も の が測定

で き て い た に し て も，摘出して い な い 健常な 眼 の 水晶体

（こ れ が 等色実験 の 対 象 と な っ た ） の 着色の 程度 が 摘出

眼 と同程度で あ る とい う保証 は な い の で，参考データで

あ る に す ぎない 。

　 こ の よ うな事情は あ る に せ よ，等色実験の 結果 と水 晶

体 の 分光透過率 に よ る 色刺激値変化 とを比較す る こ とは

興味 が あ る 。
Fig ，8 は 4 種類の 分光透過率 （Fig ．7）に

よ る色刺激値変化 を 点線で，Fig．5 に 示 した 平均等色

結果 の 色感覚変化 を実線で 示 して い る。こ の 結果 は 次 の

ように まとめ られ る ．

（1）　全般に 色感覚変化実測値 と 色刺激値変化計算値 と

　は，少 くと も色ずれ の 方向 につ い て よ く合 っ て い る。

（2） 色ずれ の 大きさは，一
般 に 色感覚変化実測値 の 方

　 が 小さい。

（3） 上記 の 中で も，白，中彩度 の 赤，青緑，青及び高

　 彩度 の 赤，黄，青 に 対す る 差 は 小 さ い が，中彩度 の

　黄，黄緑，緑，紫，赤紫及び 高彩度の 緑 に対す る 差 が

　 大きい 。

　 こ の 結 果 に よって ，水 晶 体摘出眼 と非摘 出眼 との 色覚

差 は 主原因は 水晶体 の 着色 （黄変） に よ る こ とは 再確認

さ れ る 。
こ こ で （2）の 原 因 と して は，摘 出 眼 の 分光測 定

を行 な っ た験体が等色実験を行な っ た被験者よ りも高齢

で あ っ て 黄変が よ り進行 し て い た 可能性 が ある こ と と，

被験者の シ リーズ （3）の 黒背景に よ る等色実験 で あ っ て

も若干 の 色1頂応効果 が働 い て 色刺激値変化 を補正 し た こ

．とが ある と考え られ る 。 しか し （3）の よ うに試験色 に よ

っ て 色ず れ の 大き さが変わ る こ とにつ い て は 十分な説明

は で き な い 。

　 なお ，
Fig ．8 の 実線 （Fig。5）の 色感覚変化が色温 度

変換 フ ィ ル ターに よ っ て 生 じて い る と仮定 して ， 白色付
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Fig．8 等色 に よ る 色感覚変化 の 測定値（実線）と水晶体分光透過率か ら の 色刺激値変化 の 計箪値（点線）の 比較

近 の 等色値か らそ の 色温度変換 フ ィ ル ター
の 性能を推定

す る と，逆数相関色温度で約 60MK “i
（従来 の ミ レ ッ ド

に相当す る単位 ， J工S 色 に 鬨す る用謬
1）
参照） の 色温 度

変換能力 で あ っ て ， こ れ は J．IS の A3 程度の 色混度変

換 フ ィ ル ター12）に相 当す る。

7， 結論

　唯
一

人 の 被験者 で は あ るが，水晶体摘出後の 色覚の 変

化 を，健常側と比較す る 弱眼等色実験 に よ っ て，種 々 の

周囲視野条件 で 心理物理 的に測定して ， そ の 結果を他の

験体に対す る 物理測定結果 と も比較し た。そ の 結果次 の

こ とが明 らか に な う た。

（1） 片眼水晶体摘出後の 左右両眼の 色覚差 は，同一物

　体色を左右両眼 の 照明光の 色を調節して 等色す る 両眼

　視等色実験 の 方法 に よ っ て 定量計測が で き る 。

（2）　そ の 両眼視等色 の 結果は，照明光に 対す る 色順応

　が 行なわ れやすい 白背景 の と きに は変動が大きい が ，

　照明光 へ の 色順応 が 行 な わ れ に くい 黒背景 の とき に は

　再現性が良 い。

（3） 上記 の 黒 背景の 場合の 色覚変化 の 測定値 は，水 晶

　体 の 着色 に よ る色刺激値 の 変化 に よ っ て 大略 は 説明で

　きて ， その 色変化 に色温度変換（低下）フ ィ ル タ の 性質

　に似て い る。

（4）　こ の 黒背景 の 場合 の 色覚変化に つ い て も，色刺激

　値変化 だ け で は 説明 で きない 個 々 の 色変化が あ る。

　以上 の よ うに 直接に 実験 か ら得 られ た結論 に加 え て ，

筆者等は 年齢に よ る水晶体着色 の 影響 の 大 き さ を再認識

した 。 こ れは 今後 の 高齢化社会に お い て 色彩や照明に つ

い て考え る ときに 見逃 し て は な らな い こ と で あ ろ う。

水晶体 の 着色が大きい 入 で あ っ て も，多 くの 場合は色順

応効果 に よっ て 着色が少 ない 人 と大差 は な い 色感覚を得

て い る と想像 され るが ，それだけ に 照明光 へ の 色順応 が

行 な わ れ やすい 条件とそ うで な い 揚合とで ，同 じ照明光

下の 同 じ物体色 で も異 な っ て み え る こ と も考え られ る 。

今後 こ の よ うな 面 の 研究も行 な わ れ る こ と を期持 す る。

8．　 あ と が き

　こ の 研究 は計画的 に行 な っ た もの で は な くて ， い わ ば

自然発生的 に連名者が 能力，知識，材料 を少 しずつ 持ち

寄 っ た も の で あ る 。従 っ て 全体 と し て の バ ラ ン ス に 欠 け

る 点 は お許 しを頂 き た い 。

　本報告を ま とめ る に あ た っ て 文献 の 検索に つ い て 特に

愛知 医科大学 鈴 村 昭 弘教授 の ご 教示 に よ る と こ ろ が多か

っ た 。厚 くお 礼申 し上げ る。

　文献6）の 中で 故金 沢寿吉当会元会長 が新理学士 と して

そ の 研究 を援助され た こ とを知 り，改 め て 先輩 へ の 敬意
を深 め た。本論文を金 沢 先生 の 霊 に捧 げ る。
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